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         編集・発行  小笠原村総務課                

〒100－2101 

          東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

              FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス             

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

9/25現在 

父島 

91.9/100 

母島  

100/100 

8月気象状況  (父島) 

最高気温 31.1℃ 

最低気温 26.6℃ 

平均気温 28.6℃ 

平均湿度 89％ 

月降水量 184.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(９/1) 

      2,511人 

      父島   母島         

 人口  2,081人  430人 

 世帯  1,241     263 

                   
 

                
 

            

   

小
笠
原
村
で
は
、
夏
休
み
中
に
高
校
生
自
ら
が
企

画
立
案
す
る
体
験
等
の
機
会
に
対
し
て
財
政
支
援
を

行
う
、
「お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

自
身
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
活
動
し
た
内
容
に
つ

い
て
、
高
校
生
が
発
表
す
る
成
果
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。
中
高
生
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

【日
時
】 

10
月
13
日(

日)

午
後
３
時
～
４
時
ご
ろ 

【場
所
】村
役
場 

議
会
議
事
堂 

【発
表
予
定
者(

発
表
順)

】 
池
田
環
菜
、
田
澤
ゆ
き
奈
、
鯰
江
和
人
、
柏
木
瑞
紀 

 

※
報
告
会
の
様
子
は
、
後
日
、
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル 

テ
レ
ビ
で
放
送
予
定
で
す
。 

   

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 

    

令
和
６
年
度
分
の
所
得
税
お
よ
び
令
和
６
年
度
分

の
個
人
住
民
税
に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
に
は
、
「定
額
減
税
補
足
給
付
金(

調
整
給
付
金)

」

を
支
給
し
ま
す
。  

 

対
象
者
の
方
に
は
、
９
月
下
旬
よ
り
「確
認
書
」(

青

い
封
筒)

を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【支
給
対
象
世
帯
者
】 

 

小
笠
原
村
か
ら
令
和
６
年
度
個
人
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
定
額
減
税
可
能
額(

※
１)

が
、
令
和
６
年
度
分
推
計
所
得
税
額(

令
和
５
年
分
所

得
税
額)

ま
た
は
令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得

割
額
を
上
回
る
方(

た
だ
し
、
納
税
義
務
者
本
人
の
合

計
所
得
額
が
１
，
８
０
５
万
円
以
下
の
方) 

 

【※
１ 

定
額
減
税
可
能
額
と
は
】 

 

納
税
義
務
者
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
数(

控
除
対

象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
含
む)

に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。 

○
所
得
税
分
＝
３
万
円×

減
税
対
象
者 

○
個
人
住
民
税
所
得
割
分
１
万
円×

減
税
対
象
人
数 

 

※
減
税
対
象
人
数
と
は
、
納
税
者
本
人
＋
控
除
対

象
配
偶
者
＋
扶
養
親
族(

16
歳
未
満
を
含
む)

の
数
。

な
お
国
外
居
住
者
は
除
く
。 

 

【支
給
額
】 

 

次
の
①
と
②
の
合
算
額 

①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額
か
ら
令
和
６
年
分
推

計
所
得
税
額
を
差
引
い
た
額 

②
個
人
住
民
税
所
得
割
分
定
額
減
税
可
能
額
か
ら

令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割
額
を
差
引
い

た
額 

 

【申
請
期
限
】
１０
月
３１
日(

木) 

 

※
課
税
状
況
や
給
付
対
象
で
あ
る
か
と
い
っ
た
個
人

情
報
を
含
む
お
問
い
合
わ
せ
に
は
、
本
人
確
認
が
で

き
な
い
た
め
、
お
電
話
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。 

※
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
予
定
で
す
。

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
・提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係         

３―

２
１
１
１ 

  

  

【助
成
対
象
者
】 

小
笠
原
高
等
学
校
第
３
学
年
に
在
学
す
る
生
徒
で

あ
っ
て
、
令
和
６
年
度
中
に
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
同
法

第
１
２
４
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
受
験
し
た
者 

【申
請
日
】
10
月
１
日(

火)

～
令
和
７
年
３
月
３１
日 

【助
成
金
額
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
２
等
和
室
往
復
船
賃
の
村
民
割
引

適
用
額(

調
整
金
を
含
む)

お
よ
び
内
地
宿
泊
料
相
当

額
６
万
円
を
、
助
成
対
象
者
１
名
に
つ
き
１
回
限
り

の
支
給
と
な
り
ま
す
。 

【注
意
事
項
】 

「東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
」と

同
項
目
で
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

    

◎
小
笠
原
村
議
会 

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会 

【放
送
日
】
10
月
21
日(

月)

午
前
９
時
～ 

10
月
22
日(

火)

午
前
９
時
～ 

 
 
 ◎

沖
ノ
鳥
島
視
察
会 

７
月
、
お
が
さ
わ
ら
丸
で
実
施
し
た
視
察
会
の
様

子
を
放
送
し
ま
す
。 

中
々
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
映
像
と
な
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【放
送
日
】※
同
じ
内
容
を
放
送
し
ま
す 

10
月
29
日(

火)

、
30
日(

水) 

午
後
６
時
～(

本
編
尺
約
20
分) 

   

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

ＮＯ．773 

令和 6 年(2024) 

 10/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

「
お
が
高
生
未
来
の
夢 

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」成
果
報
告
会 

定
額
減
税
補
足
給
付
金 

(

調
整
給
付
金)

に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

放
送
予
定 

 内
地
進
学
助
成
制
度 

 

夢 
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◎
体
験
会 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
で
な
い
方
や
、
操
作
に

不
慣
れ
な
方
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

各
種
ア
プ
リ
の
活
用
を
体
験
で
き
る
、
教
室
形
式
の

体
験
会
で
す
。 

【対
象
】 

 

60
歳
以
上
の
村
民
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
・使
い
慣
れ
て
い
な
い
方 

【申
込
方
法
】 

 

10
月
24
日(

木)

ま
で
に
、
窓
口
か
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

【持
ち
物
】 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
、
会
場
で

デ
モ
機
を
貸
し
出
し
ま
す
。
ご
自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
持
参
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

【参
加
費
】無
料 

【開
催
日
時
・会
場
】 

《父
島
》
10
月
29
日(

火)

午
前
９
時
～
正
午 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《母
島
》
10
月
27
日(

日)

午
前
９
時
～
11
時 

 
  

 
 

母
島
支
所
大
広
間 

【ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
試
用
】 

 

体
験
会
終
了
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な

い
方
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
試
用
申
込
を
受

け
付
け
ま
す(

１
か
月
間
。
多
数
の
場
合
は
抽
選)

。
申

込
み
時
、
本
人
確
認
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
相
談
会 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
や
操
作
方
法
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
の
解
消
の
た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
形
式
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
お
悩
み
な
ど
、

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【対
象
】 

 

60
歳
以
上
の
村
民
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に

つ
い
て
疑
問
や
不
安
の
方 

【申
込
方
法
】 

 

10
月
24
日(

木)

ま
で
に
、
窓
口
か
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
お
一
人
あ
た
り
の
枠
は
最
大
30
分
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【持
ち
物
】 

 

ご
自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
場
合
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【参
加
費
】無
料 

【開
催
日
時
・会
場
】 

《父
島
》
10
月
28
日(

月)

午
前
９
時
～
正
午 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《母
島
》
10
月
26
日(

土)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【主
催
】  

東
京
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局 

デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
推
進
部 

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
推
進
課 

【共
催
】小
笠
原
村 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

総
務
課 
情
報
通
信
係       

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 
庶
務
係 

 
       

３―

２
１
１
１ 

  

        

東
町
駐
車
場(

Ｂ
し
っ
ぷ
裏)

と
西
町
駐
車
場(

小

笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
横)

は
、
公
共
施
設
及
び
周

辺
地
域
を
利
用
す
る
方
た
め
の
公
共
駐
車
場
で
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
車
両

の
常
置
場
所
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

近
ご
ろ
、
長
期
間
に
わ
た
る
駐
車
や
、
一
事
業
者

に
よ
る
多
数
の
駐
車
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
節
度
あ

る
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

  

                

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
２ 

    

令
和
６
年
１
月
よ
り
、
お
手
元
に
納
付
書
が
な
く
て

も
「ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
活
用
し
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

【対
象
】前
月
分
以
前
の
国
民
年
金
保
険
料 

※
前
納
等
、
当
月
分
以
降
の
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
。 

※
免
除
等
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
追
納

申
込
が
済
ん
で
い
る
場
合
で
も
納
付
で
き
ま
せ
ん
。 

【ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用
開
始
方
法
】 

《マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
利
用
開
始
登
録
す
る
方
法
》 

 
①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「年
金
」を
選
択 

 

②
遷
移
先
の
「年
金
」画
面
で
「ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ(

ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト)

」を
選
択 

 

③
「連
携
に
同
意
す
る
」を
チ
ェ
ッ
ク
し
「ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
と
連
携
」を
選
択 

《ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
利
用
開
始
登
録
す
る
方
法
》 

 

①
基
礎
年
金
番
号
・ア
ク
セ
ス
キ
ー(

ね
ん
き
ん
定

期
便
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
１７
桁
の
番
号)

を
準
備 

 

②
Ｉ
Ｄ
・パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
設
定 

【支
払
方
法
】 

 

①
「ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
ロ
グ
イ
ン
し
「国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
」を
選
択 

 

②
「Pa

y
-e

a
s
y

で
納
付
」を
選
択 

 

③
「納
付
す
る
保
険
料
の
年
度
、
月
を
選
択
す
る
」

画
面
で
納
付
し
た
い
年
度
、
月
を
選
択
す
る 

 

④
「納
付
す
る
」を
選
択 

 

※
金
融
機
関
等
に
設
置
さ
れ
たP

a
y
-e

a
sy

対
応

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
納
付
す
る
こ
と
も
可
能 

 

⑤
金
融
機
関
を
検
索
し
、
納
付
を
希
望
す
る
金
融

機
関
名
を
選
択 

 

⑥
「金
融
機
関
サ
イ
ト
に
移
動
す
る
」を
選
択
す
る

と
金
融
機
関
サ
イ
ト
に
遷
移
す
る
た
め
ロ
グ
イ

ン
し
支
払
い
の
ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
完
了 

《ね
ん
き
ん
ネ
ッ
トU

R
L

》 

 
h
ttp

s://w
w

w
.n

e
n
k
in

.g
o
.jp

/n
_n

e
t/ 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル 

 

０
５
７
０―

０
５
８―

５
５
５ 

   

10
月
は
、
村
民
税
・都
民
税
・森
林
環
境
税(

第
３

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
３
期)

、
介
護
保
険
料

(

第
３
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
２

期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
10

月
31

日

(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納

め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

   

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 
   

村
民
課 

住
民
係    

２―

３
１
１
３ 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会
・
相
談
会 

 

東
町
・
西
町
駐
車
場
を
利
用
す
る
皆
様

へ 

 

納
め
忘
れ
、
期
限
間
近
の
国
民
年
金
保
険
料
は 

納
付
書
な
し
で
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
納
付
で
き
ま
す
！ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

ス
マ
ホ
の
お
悩
み 

な
ん
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す 
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 令和６年１２月２日からの 

マイナンバーカードと健康保険証の一体化について 

マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い、令和６年１２月２日(月)から紙の保険証の新規発行は終了します。医療機関

や薬局の窓口では、マイナ保険証をぜひご利用ください。 

【マイナ保険証とは】 

マイナ保険証とは、健康保険証として利用登録したマイナンバーカードのことです。ご利用登録はマイナポータルや医療機関受

付の顔認証付きカードリーダーから行うことができます。 

 【マイナ保険証を使うメリット】 

① より良い医療を受けることができる 

→医療機関を受診した際に、お薬の情報や健診結果の提供に同意すると、医師等からご自身の情報に基づいた総合的な診断や

重複する投薬を回避した適切な処方を受けることができます。 

 ② 引越しや転職してもそのまま使える 

  →従来の健康保険証は、引越しや転職により加入先が変わると新たに交付を受ける必要がありましたが、マイナ保険証の場合、

健康保険の加入先が変わっても届出をしていればマイナ保険証はそのまま継続して利用できます。 

③ 窓口で限度額以上の支払いが不要になる 

  →高額な医療費が発生する場合でも、マイナ保険証を使えばご自身で高額な医療費を一時的に自己負担することがなくなり、

限度額適用認定証の書類申請手続きや窓口での提示が必要なくなります。 

※ただし、医療費助成の受給者証は引き続き医療機関や薬局等で提示が必要ですのでご注意ください。 

 上記以外にも、マイナポータルを活用してご自身の医療費情報をいつでも確認でき、確定申告では医療機関等の領収書がなくて

も医療費控除が自動入力されてお手続きが簡単になります。12月 2日の一体化に向けてマイナ保険証の登録をお願いします。 

【マイナ保険証申し込み方法】 

 

 

Q＆A 

①Q マイナンバーカードと保険証が一体化された後、それまで使っていた保険証はどうなりますか？ 

 A 令和６年１２月１日時点でお手元にある有効な保険証は引き続き有効期限までご利用いただけます。 

  （国民健康保険は令和 7年 9月末まで、後期高齢者医療保険は令和 7年 7月末までは、記載事項に変更がない場合、現在お持ちの紙

の保険証を利用できます。紙の保険証の有効期限が切れたときにマイナ保険証をお持ちでない方には、紙の保険証に代わる資格確認

書(申請不要)を交付する予定です。） 

②Qマイナンバーカードを持っていない場合の保険証はどうなりますか？ 

 A 令和６年１２月２日以降、新たに資格取得した方や資格情報が変更になった方で、マイナ保険証または有効な紙の保険証のいずれも

お持ちでない方には、資格確認書(申請不要)を交付予定です。資格確認書を医療機関や薬局の窓口で提示することで、これまでの保

険証と同じように受診ができます。また、マイナ保険証をお持ちの場合も、マイナンバーカードを紛失した方など必要な場合は申請

いただくことで資格確認書を交付予定です。（資格確認書の交付申請受付は、時期が決まり次第広報いたします。） 

③Q 医療費の窓口負担割合はどこでわかりますか？ 

 A マイナ保険証をお持ちの方には、ご自身の負担割合を含む資格情報を確認できる「資格情報通知書」をお送りする予定ですので、そ

ちらをご覧ください。なお、マイナポータル上でもご確認いただけます。 

 

●問合せ先 村民課住民係 ２－３１１３ 

      マイナンバーカード総合フリーダイヤル ０１２０-９５-０１７８（平日 9:30～20:00※土日祝は～17:30） 
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【特
別
職 
任
期
満
了
】 

９
月
25
日
付 

 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
教
育
長 

桐
川 

勲 

【特
別
職 

任
命
】 

９
月
26
日
付 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
教
育
長 

上
原 

一
夫 

【退
職
者
】《 

》内
は
旧
所
属 

９
月
30
日
付 

 
 

加
藤 

新
平
〔事
務
〕 

《産
業
観
光
課 

産
業
観
光
係
主
任
》 

 
 

奈
須
野 

洸
斗
〔事
務
〕 

《財
政
課
財
政
係
》 

   

◎
保
育
士 

(

随
時
募
集
：採
用
者
が
決
ま
り
次
第
募
集
終
了) 

【受
験
資
格
】 

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
免

許
を
有
し
、
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る

方 ※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
項
は
役
場

窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２‐

３
１
１
１ 

        (

常
勤
職
員) 

母
島
１
名  

【仕
事
内
容
】 

介
護
業
務
全
般 

(

通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護) 

【資
格
】  

実
務
者
研
修
受
講
者
以
上
、
普
通
自
動
車
免
許

(

Ａ
Ｔ
限
定
可) 

【勤
務
時
間
】 

日
勤
：午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
の
間
の
７
時

間
45
分 

シ
フ
ト
制
に
よ
る 

 
 

夜
勤
：午
後
４
時
30
分
～
翌
９
時 

【休
日
】 

基
本
は
土
日
、
祝
日(

シ
フ
ト
制
に
よ
る
為
４
週
に

８
日
以
上
確
保
で
き
る
範
囲
内) 

【休
暇
】 

年
次
有
給
休
暇 

６
ヶ
月
継
続
勤
務
し
た
場
合
は

１
年
に
20
日
支
給 

初
年
度
は
入
社
月
に
よ
る 

時
間
単
位
年
休
５
日
ま
で 

そ
の
他
特
別
休
暇
あ
り 

【給
与
】 

月
給
：２
２
０
，
９
０
０
円
～
２
８
８
，
４
０
０
円

(

介
護
業
務
経
験
年
数
に
よ
る) 

 

賞
与
：年
２
回
／
４
．５
ヶ
月
分(

前
年
度
実
績) 

【手
当
】 

夜
勤
手
当 
６
，
８
０
０
円
／
１
回 

扶
養
手
当 

住
宅
手
当
又
は
法
人
借
り
上
げ
ア
パ
ー
ト
あ
り(

家

賃
５
万
円
ま
で
補
助) 

 ●
問
合
せ
先 

 

明
老
会(

採
用
担
当 

高
野)  

 
２―

３
９
１
１ 

   

「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り 

～
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
～
」 

  

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
子
ど
も
・家
庭
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
皆
様
に
関
わ

り
の
あ
る
と
こ
ろ
で
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
１０
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る
募
金
運
動
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
共
同
募
金
へ
の
寄
付
金
に
は
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会 

(

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内)  

 

２―

２
４
８
６ 

   

【実
施
日
程
】
１０
月
１５
日(

火) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】
１０
月
２５
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(
受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

     

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(
※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
４０
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】《日
時
》
１０
月
１９
日(

土)

午
後
７
時
～
９
時 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】《日
時
》
１０
月
２０
日(

日)

午
後
５
時
～
７
時 

《場
所
》村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く) 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

      

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

明
老
会
職
員
募
集 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

　 令和６年度　下半期　島しょ法律相談日　カレンダー

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 　 1 2 4 6 3 5 7 3 5 7

7 9 11 6 8 9 11 13 6 8 10 10 12 14 10 12 14

16 18 11 13 15 16 18 20 　 15 17 17 19 21 17 19 21

21 23 25 18 20 22 23 25 27 20 22 24 26 28 24 26 28

28 30 25 27 29 　 27 29 31 31

※　斜線の日程（祝日・年末年始）は、相談はお休みです。

２月 ３月

令和６年 令和７年

１０月 １１月 １２月 １月



 NO．773 令和 6(2024)年 10月 1 日(火)              編集・発行 小笠原村総務課 

 

-5- 

   

【日
時
】 

 

①
10
月
１
日(
火)

午
後
４
時
～
６
時 

 

②
10
月
31
日(
木)
午
前
11
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 
２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

退
職
・解
雇
な
ど) 

 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

◎
全
国
労
働
衛
生
週
間
に
つ
い
て 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
及
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
10
月
１

日
～
７
日
ま
で
全
国
労
働
衛
生
週
間
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。 

各
事
業
場
に
お
い
て
は
、
労
働
衛
生
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
定
着
の

た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
実
施
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

        

     

10
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
３
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》
10
月
３
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

    
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
10
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 
 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【母
島
】今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
父
島
は
ミ
ニ
運
動
会
、
母

島
は
手
形
ア
ー
ト
を
し
ま
す
。 

《父
島
》 

ミ
ニ
運
動
会 

【対
象
者
】１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

【日
時
】
10
月
23
日(

水) 

午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【持
ち
物
】動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物 

【申
込
締
切
】
10
月
18
日(

金) 

【募
集
組
数
】最
大
10
組 

 

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。 

《母
島
》 

手
形
ア
ー
ト 

【対
象
者
】未
就
園
児
と
保
護
者 

【日
時
】
10
月
17
日(

木)

午
前
１０
時
～
１１
時 

【場
所
】母
島
支
所
大
広
間 

【持
ち
物
】飲
み
物 

【申
込
締
切
】
10
月
15
日(

火) 

【募
集
組
数
】制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係          

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
            

３―

２
１
１
１ 

    
公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」、
「お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
」、
「い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
」、

「ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
子
育

て
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【対
象
者
】就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
・場
所
】 

《父
島
》
11
月
７
日(

木)

午
後
、 

11
月
８
日(

金)

午
前
、
午
後 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

《母
島
》
11
月
９
日(

土)

午
前 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【申
込
締
切
】
10
月
18
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係          

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
              

３―

２
１
１
１ 

       

小
笠
原
村
健
康
診
断
の
予
約
が
来
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。 

【予
約
受
付
期
間
】 

11
月
１
日(

金)

～
18
日(

月) 

 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

(

正
午
～
１
時
30
分
・土
日
祝
日
は
除
く) 

【予
約
方
法
】電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【予
約
先
】 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

《父
島
》予
約
専
用
電
話 

０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３
２ 

 
      

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

【日
程
】 

《母
島
》
11
月
20
日(

水)

～
21
日(

木) 

《父
島
》
11
月
23
日(

土)

～
28
日(

木) 

 

※
予
約
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月
の
村
民
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ) 

 

公
認
心
理
師
に
よ
る 

子
育
て
個
別
相
談(

11
月) 

 

「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
の
お
知
ら
せ 
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全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。  

【父
島
】《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《診
療
日
》
10
月
２
日(

水)

～
７
日(
月) 

 
 
 
 
 
 
 
 
[

注
：
10
月
３･

５
日
は
休
診
で
す] 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

  

２―

３
８
０
０ 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
受
付
】 

平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て

診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【日
時
・場
所
】 

《父
島
》小
笠
原
村
診
療
所 

10
月
22
日(

火)

～
28
日(

月) 

 
 
  

 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
[

注
：
10
月
23･

25
・
26
日
は
休
診
で
す] 

《母
島
》母
島
診
療
所 

10
月
20
日(

日) 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所   

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
     

 

母
島
診
療
所 

 
 
  

３―

２
１
１
５ 

    

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【日
時
・場
所
】 

《父
島
》小
笠
原
村
診
療
所 

10
月
30
日(

水)

～
11
月
２
日(

土) 

 
 
 
 
  

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

《母
島
》母
島
診
療
所 

10
月
27
日(

日)

・
28
日(

月) 
 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所   

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
  

母
島
診
療
所 

 
 
  

３―

２
１
１
５ 

    

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【日
時
・場
所
】 

《父
島
》小
笠
原
村
診
療
所 

11
月
11
日
（月
）～
14
日
（木
） 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

《母
島
》母
島
診
療
所 

11
月
８
日
（金
）・９
日
（土
） 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 
  

３―

２
１
１
５ 

 
 

 

【歯
科
】(

父
島) 

《休
診
日
》
10
月
23
日(

水)

～
11
月
７
日(

木) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

  

２―

３
８
０
０ 

    

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

【接
種
対
象
者
】６
ヵ
月
歳
以
上 

【接
種
回
数
】 

 

○
13
歳
未
満
の
方…

２
回
接
種 

 
 
 

※
２
回
目
の
接
種
は
２
～
４
週
間
の
間
隔
を
お

き
ま
す
。 

 
 
 

※
２
回
接
種
を
行
う
場
合
の
接
種
間
隔
は
、
免

疫
効
果
を
考
慮
す
る
と
４
週
間
お
く
と
こ
が

望
ま
し
い
で
す
。 

 

○
13
歳
以
上
の
方…

１
回
接
種 

【料
金
】  

 

〇
３
歳
未
満
の
方…

(

１
回
目)

４
，
０
３
０
円
、 

(

２
回
目)

１
，
８
７
０
円 

 

〇
３
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方…

 

(

１
回
目)

４
，
８
５
０
円
、(

２
回
目)

２
，
６
９
０
円 

 

〇
６５
歳
以
上
の
方…

２
，
４
３
０
円 

※
１
回
目
が
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
の
２

回
目
は
、
１
回
目
の
料
金
と
な
り
ま
す
。 

 

【父
島
】※
予
約
制
で
す
。 

 

10
月
27
日(
日)

、
11
月
５
日(

火)

、
15
日(

金)

、

17
日(

日)

、
21
日(
木)

、
12
月
19
日(

木)

、 

23
日(

月) 

《接
種
時
間
》 

平
日
：午
後
４
時
～
５
時 

 
 
 
 
 
 
    

休
日
：午
後
３
時
～
５
時 

【母
島
】※
予
約
制
で
す
。 

 

11
月
１
日(

金)

、
11
日(

月)

、
15
日(

金)

、 

25
日(

月)

、
29
日(

金) 

 

《接
種
時
間
》 

３
歳
未
満
：午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 
 
 
 
 
 
 
   

３
歳
以
上
：午
後
４
時
～
５
時 

 
 

 

※
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
診
療
所
で
の
混
雑
を
防

止
す
る
た
め
、
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診
療

時
間
内
に
電
話
に
て
お
申
込
み
出
来
ま
す
。
診
療

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
お
申
込
み
完
了
後
、
接
種
日
ま
で
の

間
に
診
療
所
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
接
種
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
体
温
は
診
療
所
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
～
４
週
間
間
隔
を
開
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
早
目
の
日
程
で
の
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
５ 

  

  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接

種
体
制
等
決
ま
り
次
第
、
村
民
だ
よ
り
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

     

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』で
は

入
居
の
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
太
陽
の
郷
ま

皮
膚
科
専
門
診
療 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

眼
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種 

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
太
陽
の
郷
」 

入
居
者
募
集 

 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 
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で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、
「老

人
ホ
ー
ム
入
居
申
請
書
」を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
太
陽
の
郷
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

 

既
に
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
再
度
、
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
も
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【受
付
期
間
】
１０
月
１
日(
火)
～
１５
日(

火) 

※
後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。 

※
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・生
活

環
境
・緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
を
決
定
し
ま
す
。 

【入
居
対
象
者
】次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

①
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
居
住
し
て
い

た
方(

お
お
む
ね
１０
年
以
上) 

②
６５
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
法
第
１
９
条
第
１

号
の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
及

び
そ
の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

③
村
長
が
必
要
と
認
め
た
方(

居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
施
設
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必
要

性
が
高
い
方) 

【入
居
利
用
料(

月
額)

】 

〇
居
住
費
２
６
，
０
０
０
円 

〇
管
理
費
２
６
，
０
０
０
円 

〇
食
費(

１
食
５
０
０
円×

食
事
分)  

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
料(

介
護
１
：１
７
，
１
３
０
円
、

介
護
２
：１
９
，
２
３
０
円
、
介
護
３
：２
１
，
３
３

０
円
、
介
護
４
：２
３
，
４
０
０
円 

介
護
５
：２
５
，

５
３
０
円) 

※
そ
の
他
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
小

笠
原
村
診
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

            

２―

３
８
０
０ 

 

 

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷 

 

２―

３
８
８
１ 

 

  

  

10
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                                

◎
年
末
年
始
便
一
斉
発
売(

予
約
開
始)

日
に
つ
い
て 

  

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
に
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
年
末
年
始
に
乗
船
予
定
の
方
は
早
め
に
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【該
当
便
】 

12
月
28
日(

土)

東
京
発
～
１
月
４
日(

土)

父
島
発 

【予
約
開
始
】
10
月
28
日(

月)

午
前
９
時
～ 

(

船
客
待
合
所
は
８
時
に
開
所
し
ま
す) 

※
村
民
の
優
先
発
売
日
の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
内
地
の
ご
家
族
や
ご
友
人
の
乗
船
券
も
予
約
は
で

き
ま
す
が
父
島
営
業
所(

母
島
代
売
所
含
む)

は
村

民
の
生
活
路
線
確
保
が
第
一
の
た
め
、
窓
口
に
並

ば
れ
ま
し
て
も
順
序
は
村
民
の
お
客
様
が
優
先
に

な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

※
父
島
営
業
所(

母
島
代
売
所)

で
の
窓
口
購
入
と
な

り
ま
す(

振
込
や
本
社
で
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん)

。 

※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で

に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

小
笠
原
村
で
は
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
、
省
エ
ネ
性
能
が
よ
り
高
い
家

電
へ
の
買
換
え
に
対
し
、
郵
便
為
替
で

受
け
取
れ
る
「東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン

ト
」を
付
与
す
る
家
庭
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
行
動
推
進
事
業(

以
下
「都
事
業
」と
い
う)

の
う

ち
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
、
村
の
補
助
金
を
上

乗
せ
し
て
い
ま
す
。 

 

今
月
か
ら
都
事
業
が
「登
録
販
売
店
で
対
象
家
電

を
購
入
し
た
際
、
そ
の
場
で
割
引
さ
れ
る
方
法
」へ
変

更
と
な
り
ま
す
。
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け

た
証
明
が
あ
れ
ば
引
き
続
き
村
の
補
助
金
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。
な
お
、
現
時
点
で
は
島
し

ょ
部
の
ネ
ッ
ト
購
入
に
は
非
対
応
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

     

小
笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
７
条
「動

物
の
持
込
み
申
告
」の
開
始
に
向
け
、
動

物
の
持
込
み
申
告
制
度
を
試
行
的
に
実

施
し
ま
す
。 

 

小
笠
原
に
ど
の
よ
う
な
動
物
が
ど
の
程
度
持
ち
込

ま
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
小
笠
原
に
動
物

を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
村
に
申
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

持
込
み
申
告
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
告
い
た
だ
く
か
、
申
告
書
を
村
役
場
環
境

課
に
電
子
メ
ー
ル
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・郵
送
・持
参
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
１０
月
４
日(

金)

の
お
が
さ
わ
ら
丸
竹
芝
出

港
日
以
降
は
毎
便
、
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
申
告
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま

す
。
事
前
に
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
が
さ
わ

ら
丸
に
乗
船
す
る
前
に
受
付
窓
口
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
申
告
さ
れ
た
方
に
は
「動
物
持
込
み
申
告
証

明
書
」を
交
付
し
ま
す
。
事
前
に
申
告
さ
れ
た
方
も
乗

船
当
日
に
受
付
窓
口
で
申
告
証
明
書
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。 

※
申
告
し
て
い
た
だ
く
「動
物
」は
、
ペ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
家
畜
等
の
産
業
目
的
や
教
育
、
福
祉
等
を
目
的

と
す
る
動
物
も
含
み
ま
す
。 

都
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

動
物
の
持
込
み
申
告(

試
行) 

が
始
ま
り
ま
す 

 

小
笠
原
村
省
エ
ネ
家
電
製
品 

普
及
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人 学生

62,870 53,790 31,440 (+2,867) 5,310 2,660 4,250

(+13,370) (+11,440) (＋６,６９０) 17,497 (+1,360) (+680) (+1,090)

45,410 36,330 22,710 (+2,669) 6,380 3,190

(+9,660) (+7,730) (+4,830) 16,095 (+1,640) (+820)

34,210 27,370 17,110 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,280) (+5,820) (+3,640) 1,883

30,030 24,030 15,020 (+287)

(+6,390) (+5,110) (+3,200) 1,402 10,197

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,749)

49,250 24,630 31,440 9,559

(+10,470) (+5,240) (＋６,６９０) (+1,639)

31,790 15,900 22,710 8,922

(+6,760) (+3,380) (+4,830) (+1,530)

23,950 11,980 17,110 1,021

(+5,090) (+2,550) (+3,640) (+175)

21,030 10,520 15,020 770

(+4,480) (+2,240) (+3,200) (+132)

10月の燃料油価格変動調整金
※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で

　
に
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下
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※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
島
外

に
連
れ
出
し
た
後
、
再
度
島
内
に
連
れ
戻
す
際
は
、

お
手
数
で
す
が
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【持
込
み
申
請
書
・入
力
フ
ォ
ー
ム
】 

h
ttp

s
://w

w
w

.v
ill.o

g
a
s
a
w

a
ra

.to
k
y
o
.jp

/

k
a
n
k
y
o
/p

e
t_o

rd
in

a
n
c
e
/b

rin
g
in

g
_a

n
im

a
ls

/ 

  

【試
行
期
間
】令
和
６
年
10
月
～
令
和
７
年
３
月 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

10
月
17
日(

木)

午
前
11
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

10
月
18
日(

金)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【場
所
】 

 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

 

診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

【予
約
申
込
先
】 

 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

 
 
(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

             

小
笠
原
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
大
作
戦
の
目
標(

２
０
３

０
年
に
村
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
量
２
０
１
３
年

比
46
％
減)

達
成
に
向
け
て
、
家
庭
や
事
業
所
で
行

え
る
省
エ
ネ
や
ご
み
削
減
の
行
動
を
推
進
す
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。 

 

会
場
で
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
・電

源
や
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
実
際
に
見
て
い
た
だ

き
な
が
ら
活
用
術
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

予
約
不
要
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】
10
月
９
日(

水) 

 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
ご
ろ 

【会
場
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

※
母
島
の
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
る
方
は
、W

e
b
e
x

に
て

次
の
番
号
等
を
入
力
い
た
だ
く
か
、
２
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

《ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
番
号
》25

12
 0

6
1 7

3
4
8
 

《パ
ス
ワ
ー
ド
》nE

k
v
Z

6
a
se

3
3
 

 

【内
容
】 

①
家
電
の
省
エ
ネ
対
策 

家
電
の
省
エ
ネ
・節
約
方
法
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
・電
源
の
活
用
事
例
紹
介
な
ど 

②
家
庭
の
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト 

 
 

生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
使
用
試
験
結
果
報
告
・ 

使
用
方
法
な
ど 

【参
加
特
典
】 

 

会
場
参
加
者
に
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
エ
コ
バ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
。(

先
着
順) 

※
母
島
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の
方
は
、
そ
の
旨
を

お
伝
え
い
た
だ
き
、
後
日
支
所
窓
口
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。 

 

◎
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
！ 

 

生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。 

 

モ
ニ
タ
ー
期
間
中(

使
用
１
ヵ
月
後
、
３
ヵ
月
後
、
５

ヵ
月
後)

は
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
使
用
経
過
報
告
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
終
了
後
、
コ
ン
ポ
ス
ト
は
無
償
で

譲
渡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
の
土
は
父

島
・母
島
そ
れ
ぞ
れ
の
土
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。 

【募
集
人
数
】先
着
20
名(

父
島
15
名
・母
島
５
名) 

【締
め
切
り
】
10
月
８
日(

火) 

【配
布
場
所
】父
島
：環
境
課 

母
島
：母
島
支
所 

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
会
場
参
加
さ
れ
る
方
は
、
会
場

で
お
渡
し
で
き
ま
す
。
申
込
み
の
際
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。 

              

●
申
込
み
・問
合
せ
先  

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

 

   

東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー

内
に
つ
い
て
、
指
定
ル
ー
ト
沿
い
に
生
育
す
る
外
来
樹

木
の
伐
採
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止

め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
に
誘
導
員
を
配
置
し
ま

す
の
で
、
誘
導
員
の
指
示
に
従
い
通
行
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【実
施
期
間
】
10
月
１
日(

火)

～
29
日(

火) 

【実
施
場
所
】 

             

●
問
合
せ
先 

 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
４
０
３ 

      

本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
１４
年
か
ら
母
島
観
光
協

会
の
ご
協
力
を
得
て
、
内
地
の
方
に
も
小
笠
原
の
魅

力
や
外
来
種
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

内
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」 

お
家
で
で
き
る
省
エ
ネ
＆
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト 

 

「
小
笠
原
諸
島
固
有
森
林
生
態
系
回
復 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
４
in
母
島
」  

参
加
者
募
集 

 指
定
ル
ー
ト
沿
い 

外
来
樹
木
伐
採
作
業
の
お
知
ら
せ 

 

■
ペ
ッ
ト
の
登
録
は
済
み
ま
し
た
か
？ 

小
笠
原
村
で
30
日
を
越
え
て 

ペ
ッ
ト
を
飼
養
す
る
方
は
、 

村
民
の
方
も
短
期
の
滞
在
者 

の
方
も
登
録
が
必
要
で
す
。 

ペ
ッ
ト
の
登
録
が
済
ん
で 

い
な
い
方
は
、
環
境
課
に
て 

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  



 NO．773 令和 6(2024)年 10月 1 日(火)              編集・発行 小笠原村総務課 

 

-9- 

【日
時
】
11
月
28
日(

木)

午
前
９
時 

 
 
(

作
業
時
間
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で) 

【集
合
場
所
】母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【作
業
場
所
】母
島
南
崎
の
国
有
林 

【作
業
内
容
】モ
ク
マ
オ
ウ
の
抜
取
り
、
小
径
木
の
伐
採
、

在
来
種
の
植
栽
な
ど 

【募
集
人
数
】
10
名
程
度 

【申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 

【申
込
期
限
】
10
月
31
日(

木) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

k
s_o

g
a
s
a
w

a
ra

s
y
o
to

u
_p

o
s
tm

a
ste

r@
m

a
f

f.g
o
.jp

 

     

小
笠
原
諸
島
は
固
有
種
が
数
多
く
生
息
・生
育
し
、

こ
れ
ら
の
生
物
進
化
が
現
在
進
行
形
で
見
ら
れ
る
な

ど
、
島
嶼
に
お
け
る
特
異
で
貴
重
な
森
林
生
態
系
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
を
設
定
し
、
外
来
種
対
策
等
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
等
に
関
す
る
検
討
を
行
う
た
め
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
る
小
笠
原
部
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
期
限
ま
で
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
傍
聴
者
は
事
前
に
申
込
み
い
た
だ

い
た
方
の
み
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【日
時
】
11
月
８
日(

金)

午
後
３
時
～
５
時 

【実
施
方
法
】会
場
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
配
信 

【会
場
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【申
込
方
法
】 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

【申
込
期
限
】
10
月
18
日(

金)

午
後
５
時
ま
で 

※
ウ
ェ
ブ
配
信
で
参
加
希
望
の
方
に
は
、
開
催
日
前

日
に
会
議
の
ア
ド
レ
ス
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
４
０
３ 

k
s_o

g
a
s
a
w

a
ra

s
y
o
to

u
_p

o
s
tm

a
ste

r@
m

a
f

f.g
o
.jp

 

    

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
入
林
す
る
た

め
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
は
配
布

し
た
資
料
を
各
自
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書

類
の
提
出
を
持
っ
て
修
了
と
し
ま
す
。 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込
み

い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て

指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易
講

習) 

 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
講
習
の
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「年
間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】
10
月
21
日(

月) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー    

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

     

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
の
た
め
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
兄
島
大
丸
山
グ
リ
ー
ン
ア
ノ

ー
ル
防
除
柵
等
の
外
来
種
防
除
柵
の
資
材
・廃
材
運

搬
お
よ
び
兄
島
全
域
と
周
辺
小
属
島
・離
岩
礁
を
対

象
と
し
た
殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま
す
。 

 【作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

《ヘ
リ
資
材
・廃
材
運
搬
》 

10
月
26
日(

土)

～
11
月
16
日(

金) 
《ヘ
リ
殺
鼠
剤
散
布
作
業
》 

11
月
１
日(

金)

～
15
日(

金) 

《作
業
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
ご
ろ 

※
天
候
や
海
況
に
よ
り
作
業
の
日
時
等
が
異
な
り
ま

す
。 

【主
な
飛
行
区
域
】(

集
落
上
空
は
飛
行
し
ま
せ
ん
。) 

《ヘ
リ
資
材
・廃
材
運
搬
》 

父
島
洲
崎(

離
発
着)

、
兄
島
大
丸
山
、
父
島
鳥
山 

《ヘ
リ
殺
鼠
剤
散
布
作
業
》 

 

父
島
洲
崎(

離
発
着)

、
兄
島
全
域
、
西
島
、
人
丸
島
、

瓢
簞
島
、
そ
の
他 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２−

７
１
７
４ 

     

海
洋
研
究
開
発
機
構(JA

M
S

T
E

C
)

の
研
究
者

に
よ
る
地
形
・地
質(

西
之
島
等)

に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【演
題
】 

○
西
之
島
と
大
陸
の
誕
生 

田
村 

芳
彦 

○
地
震
波
で
見
る
地
下
構
造 

新
井 

隆
太 

○
世
界
の
軽
石
噴
火 

ア
イ
オ
ナ
・マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ 

【開
催
日
時
・場
所
】 

《父
島
》 

10
月
５
日(

土)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

(

オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
・参
加
登
録
不
要) 

《母
島
》 

10
月
７
日(

月)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

村
役
場 

母
島
支
所
大
広
間(

会
場
開
催
の
み) 

※
ウ
ェ
ブ
で
の
視
聴
に
際
し
て
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
入

力
等
の
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
の
ア

ク
セ
ス
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

【配
信U

R
L
(W

e
b
e
x
)

】 

h
ttp

s
://m

o
e
la

n
.w

e
b
e
x
.c

o
m

/m
o
e
la

n
/j.

p
h
p
?
M

T
ID

=
m

d
2
6
3
3
d
2
6
c
f6

5
c
f5

9
3
7
1

4
0
5
0
0
3
7
2
a
7
3
2
8
 

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
番
号: 2

5
14

 6
9
3
 9

6
6
1 

 

パ
ス
ワ
ー
ド: w

u
X

9
w

2
U

Y
3
S

R
?
  

  ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２-

７
１
７
４ 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

部
会(

小
笠
原
部
会)

の
開
催 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
兄
島
等
で
の

ア
ノ
ー
ル
柵
の
資
材
運
搬
・
殺
鼠
剤
の 

空
中
散
布
に
つ
い
て 

) 

地
形
・
地
質(

西
之
島
等)

に
関
す
る 

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ 
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◎
小
笠
原
の
ヤ
バ
い
む
し
展  

-A
M

A
Z

IN
G

 B
O

N
IN

 IN
S
E

C
T
S
- 

小
笠
原
の
む
し
が
ヤ
バ
い
！
小
笠
原
の
多
様
な
む

し
達
や
保
全
の
取
組
な
ど
を
多
数
の
写
真
や
ポ
ス
タ

ー
解
説
、
標
本
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
む
し
展
の
一

環
と
し
て
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
！ 

【期
間
】
10
月
19
日(

土)

～
11
月
16
日(

土) 

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

【開
館
時
間
】 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

  

◎
講
演
会
「ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
ヤ
バ
い
！(

仮)

」 

 

比
較
的
身
近
な
昆
虫
ダ
ン
ゴ
ム
シ
。
で
も
、
ダ
ン
ゴ

ム
シ
っ
て
一
体
何
者
？
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、

研
究
者
が
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
疑
問
や
不
思
議
を
解
決
！

小
笠
原
の
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
現
状
も
お
伝
え
し
ま
す
。 

【日
時
】
10
月
頃
未
定(

村
掲
示
板
で
お
知
ら
せ) 

【会
場
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 

◎
講
演
会
「ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
ヤ
バ
い
！(

仮)

」 

 

遺
産
セ
ン
タ
ー
の
保
護
増
殖
室
で
お
馴
染
み
の
ハ
ン

ミ
ョ
ウ
。
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
を
研
究
し
て
い
た
環
境
省
職
員

が
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
面
白
い
生
態
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ

ョ
ウ
の
保
全
の
取
組
最
前
線
を
お
伝
え
し
ま
す
。  

【日
時
】
11
月
頃
未
定(

村
掲
示
板
で
お
知
ら
せ) 

【会
場
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

※
講
演
会
は
入
場
無
料
で
す
。
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

  

   

【
10
月
開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

○
写
真
展
「昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

○
「小
笠
原 

地
名
展
～
お
が
さ
わ
ら 

地
名
も
歴
史

も 

お
も
し
ろ
い
」 (

本
館) 

10
月
８
日(

火)

ま
で 

 
 

意
外
と
知
ら
な
い
地
名
の
由
来
を
紹
介
し
ま
す
。 

【企
画
展
】 

○
小
笠
原
の
棘
皮
動
物
展
リ
タ
ー
ン
ズ(

新
館)

10
月

１
日(
火)

ま
で 

 
 

２
０
２
２
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
棘
皮
動
物
展
の
縮

小
版
で
、
写
真
や
標
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

     

◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て  

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

【実
施
区
間
】 

夜
明
道
路
～
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢

～
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺 

※
主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。 

※
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る

際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【作
業
日
程
】 

１０
月
２
日(

水)

、
９
日(

水)

、
１６
日(

水)

、
２３
日

(

水)

、
３０
日(

水) 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

      

２―

３
１
１
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
に
つ
い
て 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
い

た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 【作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 
 
 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く) 

             

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

10
月
３
日(

木) 

 

鳥
山
・三
日
月
山
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
４
日(

金) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
10
日(

木) 

 

中
海
岸
周
辺(

赤
旗
山
・巽
谷)

～
巽
湾
内
で
の
作
業

に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
11
日(

金) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
17
日(

木) 

  

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

10
月
18
日(

金) 

 

鳥
山
・三
日
月
山
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

10
月
24
日(

木) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

10
月
25
日(

金) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
31
日(

木) 

 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

                 

 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
・
排
除 

(

父
島) 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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「ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
出
産
・続
報
！
」 

  

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
＃
２
６
６(

Ｅ
Ｙ
Ｅ)

と

し
て
識
別
さ
れ
て
い
る
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
の
出
産
が
、
今
年
６
月
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ご

報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
親
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も

連
れ
立
っ
て
泳
い
で
い
る
姿
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。  

そ
し
て
、
こ
の
夏
、
＃
２
６
６
以
外
に
も
、
新
た
に
出

産
が
確
認
さ
れ
た
イ
ル
カ
が
１
頭
い
ま
す
の
で
、
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

＃
２
６
６
に
続
い
て
出
産
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
＃

３
０
３(

シ
ャ
ー
プ)

と
し
て
識
別
さ
れ
て
い
る
イ
ル
カ

で
す
。
背
ビ
レ
の
先
が
と
が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
こ

の
イ
ル
カ
は
、
昨
年
の
秋
ま
で
は
、
２
０
２
０
年
の
夏

生
ま
れ
の
子
供(

＃
４
０
０
・ク
ロ
イ
チ)

を
連
れ
て
い

る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
＃
４
０
０
は
、
今
年

５
月
に
は
＃
３
０
３
と
は
別
の
群
れ
に
い
る
と
こ
ろ

が
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
冬
か
ら
春
の
間
に
親
離

れ
し
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、
お
腹
が
大
き
く
膨
ら

ん
だ
＃
３
０
３
の
姿
が
観
察
さ
れ
、
こ
の
夏
の
出
産
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
８
月
11
日
、

今
年
生
ま
れ
の
小
さ
な
子
供
を
連
れ
て
い
る
様
子
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
＃
３
０
３
に
と
っ
て
は
、
４
年
ぶ

り
の
出
産
。
前
回
の
子
供
同
様
、
こ
の
夏
に
誕
生
し
た

こ
の
子
イ
ル
カ
も
、
無
事
に
す
く
す
く
と
育
つ
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
子
の
出
産
が
確
認
さ
れ
た
１
週
間

前
の
８
月
４
日
に
も
、
＃
３
０
３
が
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ

を
連
れ
て
い
る
姿
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
時
に
連
れ
て
い
た
の
は
、
わ
が
子
で
は
な
く
、
ハ

シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
新
生
児
で
し
た
。
こ
の
個
体
、
実
は

ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
新
生
児
を
同
伴
す
る
の
は
２
年

連
続
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
も
う
数
日
で
産
ま
れ
て

く
る
わ
が
子
を
待
た
ず
し
て
の
出
来
事
で
し
た
が
、

溢
れ
出
す
母
性
本
能
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
行

動
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か…

…

？ 

さ
て
、
昨
年
は
小
笠
原
海
域
で
16
頭
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
新
生
児
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
今
年
は
現
時
点
で
２
頭
の
確
認
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
も
し
、
今
回
紹
介
し
た
イ
ル
カ
の
他
に
も
、
「こ

の
子
が
新
生
児
を
連
れ
て
い
た
よ
！
」と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。 

                    

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)    

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
281 

  
―

秋
の
訪
れ
と
と
も
に―

 

  

10
月
に
入
り
、
日
中
は
ま
だ
温
か
さ
を
感
じ
る
も

の
の
、
朝
晩
は
す
っ
か
り
涼
し
く
な
り
、
秋
の
気
配
が

漂
い
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
今
年
も
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
ほ
ぼ
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

産
卵
シ
ー
ズ
ン
の
初
め
の
様
子
か
ら
、
今
年
は
２
０
１

６
年
に
記
録
し
た
過
去
最
高
の
産
卵
巣
数
を
超
え
る

か
、
そ
れ
に
次
ぐ
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

気
に
な
っ
て
い
た
方
も
多
い
は
ず
。
結
果
か
ら
お
伝

え
す
る
と
、
残
念
な
が
ら
２
０
１
６
年
の
記
録
を
上

回
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
村
海
岸
で
は
、
２
０
１
６
年
に
記
録
し
た
過
去

最
高
の
２
７
６
巣
に
は
惜
し
く
も
届
か
ず
、
現
時
点

で
確
認
さ
れ
て
い
る
巣
は
２
６
５
巣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
は
３
位
だ
っ
た
２
０
１
７
年(

２
６
０

巣)

を
上
回
り
、
見
事
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
大
村
海
岸
を
除
く
父
島
列
島
全
体
の

調
査
で
も
、
２
０
１
６
年
の
２
６
４
５
巣
に
は
及
ば
ず
、

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
巣
は
１
５
３
７
巣
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
見
逃
し
て
い
た

産
卵
巣
が
見
つ
か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
も

う
少
し
数
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０

１
６
年
の
記
録
を
超
え
る
の
は
そ
う
簡
単
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

 

見
逃
さ
れ
た
産
卵
巣
は
、
孵
化
し
た
後
に
見
つ
か
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
は
、
卵
が
孵
化
し
た
際

に
産
卵
巣
の
容
積
が
減
り
、
上
の
土
が
陥
没
す
る
た

め
、
そ
の
跡
を
手
が
か
り
に
し
て
巣
の
場
所
を
特
定

し
ま
す
。
秋
が
深
ま
り
、
落
ち
葉
が
積
も
っ
た
砂
浜
で

も
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。 

 

小
笠
原
の
文
化
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
の
地
道
な
調

査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
に
は
多
く
の
人
手

が
欠
か
せ
ず
、
島
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
は
じ

め
、
今
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
全
活
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
稚
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

母
ガ
メ
は
島
回
り
か
ら
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
続
き
ま
す
。
脱
出
し

た
ば
か
り
の
稚
ガ
メ
が
街
灯
な
ど
の
光
源
に
引
き
寄

せ
ら
れ
、
砂
浜
か
ら
道
路
に
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
街
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
稚
ガ
メ

を
見
つ
け
た
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー       

２―

２
８
３
０ 

 
 
 
 
 
   (

夜
間
は
０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１) 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

   

 

「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」(

最
終
号) 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で
は
令
和
４
年
版
「村
民
だ

よ
り
」よ
り
、
社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
な
か
、

島
の
み
な
さ
ん
の
潤
い
に
な
り
、
小
笠
原
村
の
未
来

を
支
え
る
子
供
た
ち
に
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
継

が
れ
る
こ
と
を
願
い
、
こ
の
連
載
を
始
め
32
回
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

都
合
に
よ
り
今
回
を
持
ち
ま
し
て
「続
・小
笠
原
の

今
と
昔
」の
連
載
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
終
号
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

小
笠
原
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う 

小
笠
原
コ
ー
ヒ
ー
は
明
治
時
代
に
榎
本
武
揚
が
我

が
国
で
の
栽
培
を
奨
励
し
た
作
物
の
一
つ
で
、
そ
の
後

小
笠
原
諸
島
に
定
着
し
ま
し
た
。
函
館
で
行
わ
れ
た

碧
血
碑
慰
霊
祭
に
榎
本
武
揚
の
ひ
孫
隆
充
さ
ん
が
参

列
す
る
の
に
合
わ
せ
、
父
島
在
住U

S
K

C
o
ffe

e

の

宮
川
雄
介
さ
ん
が
函
館
を
訪
れ
テ
ー
マ
「榎
本
武
揚

が
伝
え
た
小
笠
原
の
コ
ー
ヒ
ー
を
語
る
」を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
の
参
加
者
に
は
、
小
笠
原
の
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
、
味
わ
い
な
が
ら
講
演
に
耳
を
傾
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
際
に
、
榎
本
隆
充
さ
ん
に
も

小
笠
原
産
の
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

(

２
０
２
２
年
７
月
６
日
の
函
館
新
聞
の
新
聞
記
事
よ
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り) 父
島
に
は
コ
ー
ヒ
ー
山(

旧
名
棚
挽
山
・た
な
び
き

や
ま)
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
島
の
人
た
ち
は
小
笠
原

で
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
は
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
父
島
で
の
コ

ー
ヒ
ー
栽
培
は
国
の
事
業
と
し
て
小
笠
原
諸
島
領
有

直
前
の
明
治
８
年
に
オ
ラ
ン
ダ
公
使
に
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
依
頼
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

笠
原
が
我
が
国
の
領
土
と
し
て
確
定
さ
れ
る
過
程
で
、

政
府
は
本
諸
島
の
立
地
を
生
か
し
た
殖
産
と
し
て
コ

ー
ヒ
ー
を
栽
培
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

小
笠
原
へ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
導
入
は
コ
ー
ヒ
ー
山
、
時
雨

山
、
北
袋
沢
な
ど
に
コ
ー
ヒ
ー
の
苗
６
万
本
を
植
え

る
国
家
の
大
事
業
で
し
た
。
し
か
し
コ
ー
ヒ
ー
は
苗
の

育
ち
が
遅
い
こ
と
か
ら
、
早
期
の
収
穫
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農
民
の
生
活
を
支
え
る
収
益
率

の
高
い
そ
の
他
の
作
物
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
当
時
は
見
当
た
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
後
コ

ー
ヒ
ー
の
苗
が
よ
う
や
く
実
を
つ
け
た
の
は
明
治
14

年
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
政
府
の
方
針
が
急
に
変

更
さ
れ
、
小
笠
原
で
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
は
適
当
で
な
い

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
政
府
は
島
民
に
９
０
０
０
本
の
コ
ー
ヒ

ー
苗
を
無
償
で
払
下
げ
、
コ
ー
ヒ
ー
山
の
３
万
本
の

苗
を
育
て
状
況
を
見
極
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
順
調
に
収
穫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
台
風

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
コ
ー
ヒ
ー
山
で
栽
培
が
続
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
塩
害
、
風
害
に
弱
い
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

は
徐
々
に
人
気
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に
明
治
21

年
に
、
コ
ー
ヒ
ー
山
を
借
り
受
け
た
会
社
が
そ
れ
ら

の
土
地
を
他
の
作
物
栽
培
に
転
用
を
行
っ
た
他
、
借

り
受
け
た
村
民
が
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
切
り
倒
し
た
り

し
た
た
め
、
コ
ー
ヒ
ー
山
か
ら
す
べ
て
の
苗
が
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
は
わ
ず

か
の
農
家
が
ひ
っ
そ
り
と
栽
培
す
る
に
と
ど
ま
り
、

明
治
時
代
に
特
産
と
な
る
機
会
を
失
っ
た
の
で
す
。 

小
笠
原
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
は
そ
の
後
も
数
奇
な
運

命
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
が
、
わ
ず
か
な
農
家
で
も

栽
培
さ
れ
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
い
ま
な
お
小
笠

原
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

・・・続
・小
笠
原
の
今
と
昔(

完) 
 小

笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
三
貝
「う
ん
ち
文
字
の
置
き
手
紙
」 

 

蛇
腹
に
折
り
た
た
ん
だ
丁
寧
な
う
ん
ち
を
タ
コ
ノ

キ
の
樹
上
の
葉
の
根
元
に
残
す
の
は
キ
ノ
ボ
リ
カ
タ
マ

イ
マ
イ
。
そ
れ
自
体
は
「私
は
こ
こ
に
い
ま
す
よ
」と
い

う
意
味
だ
け
ど
、
置
き
手
紙
を
し
て
そ
の
ま
ま
去
る

こ
と
も
。
そ
の
手
紙
の
文
字
が
湿
っ
て
黒
く
て
い
く
つ

も
あ
れ
ば
、
ま
だ
そ
の
株
に
暮
ら
し
て
い
る
で
し
ょ
う

し
、
固
く
乾
燥
し
て
色
が
抜
け
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
古

い
手
紙
で
も
う
そ
こ
に
は
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
文
字

の
細
さ
に
は
若
さ
の
具
合
も
滲
み
出
ま
す
ね
。
キ
ノ

ボ
リ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
が
父
島
か
ら
絶
滅
し
た
と
の
話

を
聞
い
た
時
に
は
、
必
死
に
森
の
中
の
糞
を
探
し
回

り
、
新
鮮
な
置
き
手
紙
の
つ
い
た
木
の
陰
か
ら
野
生
の

ベ
ビ
ー
た
ち
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

極
細
の
小
さ
な
ニ
ョ
ロ
う
ん
ち
文
字
を
ビ
ロ
ウ
の

落
葉
に
描
い
て
く
れ
る
の
は
兄
島
の
落
葉
層
表
層
に

優
占
す
る
ア
ニ
ジ
マ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
や
カ
ド
オ
ガ
サ
ワ
ラ

ヤ
マ
キ
サ
ゴ
。
１
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
短
い
け
れ
ど
、

各
々
が
何
文
字
も
、
集
団
で
何
百
文
字
も
描
い
て
く

れ
る
の
で
、
「あ
あ
、
こ
こ
の
森
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
調

子
は
良
さ
そ
う
だ
な
」と
読
み
取
れ
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
、

一
面
に
手
紙
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
て
ほ
し
い
よ
う

な
森
を
訪
れ
て
も
葉
の
ウ
ラ
が
ま
っ
さ
ら
の
白
紙
状

態
だ
と
、
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
危
機
を
察
し
ま
す
。 

森
に
入
る
と
ま
ず
は
そ
っ
と
ビ
ロ
ウ
を
め
く
り
、

タ
コ
ノ
キ
の
葉
の
付
け
根
を
の
ぞ
き
、
マ
イ
マ
イ
た
ち

か
ら
の
う
ん
ち
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ(

だ
れ
が
、
い
つ

ご
ろ
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
で
、
そ
こ
に
い
る
の
か)

を
読

み
と
る
の
が
、
小
笠
原
で
欠
か
せ
な
い
私
の
習
慣
で

す
。 

  

               

【文
】森 

英
章(

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー) 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

(

第
六
十
一
貝
「マ
イ
マ
イ
の
う
ん
ち
」で
は
マ
イ
マ
イ

の
糞
の
分
析
を
通
し
て
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
調
べ
る
お

話
を
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
ど
う

ぞ
。
１２
月
ご
ろ
に
は
、
う
ん
ち
な
講
演
会
も
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。) 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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基本的な予防対策 

 

 

 

 

  

 
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 
 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 
 2－3939 

 

クジラ：最近はコロナの話題は全然聞かなくなったねー。  

保健師：そうですね。でも報道されていないだけで、かかってしまう人はたくさんいて、重症化

してしまう人はいます。特にお子さんや高齢者は要注意です。 

クジラ：そうなんだね。こまめな手洗いと人混みでのマスクが大事なんだね。 

― 村民課福祉係― 

― 第２９６号― 

 

主な感染経路 

 

感染症の原因となるウイルス・病原菌を石けんや

流水で洗い流すために行います。石けんをしっかり

と泡立て、手のひらや甲、手のしわに至るまで全体

に石鹸をいきわたらせて流水で洗い流します。 

感染症予防できていますか？ 
 

。 

毎年流行するインフルエンザや風邪に加え、近年では新型コロナウイルス感染症にも注意が必要になりました。

いずれも咳、鼻水、喉の痛み、発熱、頭痛、倦怠感など同様の症状を引き起こします。無症状や軽症の人もいれば

重症になる人もいます。また、高齢者や慢性疾患をお持ちの方は重症化する可能性があります。改めてしっかり感

染症への対策をしていきましょう。 

〇飛沫感染 

感染した人のくしゃみや咳、会話など

で飛び散る飛沫（つば・しぶき）に含ま

れたウイルスを、口や鼻から吸い込むこ

とで感染します。 

〇接触感染 

感染した人がくしゃみや咳などを

押さえた手でドアノブや手すりなど

に触るとウイルスがそこに付着。他の

人がその物に触って、汚染された手で

鼻や口、目を触ることで感染します。 

１日３食、バランスのよい食事を心がけましょう。 

・腸内環境を整える⇒ヨーグルト、納豆などの発酵食品、

野菜、きのこ、海藻類などの食物繊維を積極的に摂り

ましょう。 

・免疫細胞を活性化させる⇒肉、魚、牛乳、大豆製品な

どのたんぱく質も積極的に摂りましょう。 

ていねいに手洗いをしよう！ 

免疫が感染症から身体を守るしくみ 

質のよい睡眠で自律神経を正常化しましょう。 

・寝る前は、ストレッチ、深呼吸などでリラックスし

ましょう。 

・寝る直前の飲食は避けましょう。 

・夜更かしをせず、朝目覚めたら日光を浴びましょう。 

私たちの生活のなかには、さまざまな病原体が存在

しています。しかし、病原体を体内に取り入れてしま

ったからといって、全ての方が感染症にかかるわけで

はありません。 

血液では… 

血液には、病原体と戦うためのさまざまな細胞が

含まれています。これらの細胞は、体内に病原体が

侵入すると活発に活動し、病原体が悪さをする前に

破壊・分解します。 

粘膜では… 

目やのど、鼻などの表面は「粘膜」と呼ばれる組織

で覆われています。粘膜には病原体などの侵入を防

ぐ役割があり、身体を守る仕組みが備わっています。 

新型コロナ感染症やインフルエンザが体内に侵入す

る方法（感染経路）は主に２つあります。 

免疫力をアップしよう！ 



出港日 村ノヤギ駆除

母島巡回労働相談

指定ルート沿い外来樹木伐採作業(父島)(～29日)

内地進学助成制度申込(～3/31)

皮膚科専門診療(父島)(～７日) 親子教室(すくすくキッズ)(母島)
村ノヤギ駆除 母島巡回ペット診療・相談(・18日)

都ノヤギ排除(・１８日)

定期予防接種(父島)(母島) 親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

都ノヤギ排除(・４日) 公認心理師による子育て個別相談申込〆切

小笠原諸島森林生態系保護地域 部会申込〆切

シロアリ対策事業(第２回)(母島)(～１４日) 入港日
二十歳を祝う会　申込〆切 「硫黄島３島クルーズ」(・20日)

東京三弁護士会による法律相談(母島)

入港日 産科・婦人科専門診療(母島)

東京都児童相談センター巡回相談(母島)(・６日) 東京三弁護士会による法律相談(父島)
地形・地質(西之島等)に関する講演会(父島)

村議会定例会(第３回)ケーブルテレビ録画放送(・２２日)

森林生態系保護地域入林簡易講習会受講〆切

ネズミの一斉防除(父島)(～1１日) 出港日
東京都児童相談センター巡回相談(父島)(・８日) 産科・婦人科専門診療(父島)(～２８日)
地形・地質(西之島等)に関する講演会(母島) 「硫黄島３島クルーズ」参加費補助申請〆切

出港日 小笠原村診療所の歯科休診(～11/7)

「生ごみコンポスト」モニター募集申込〆切 親子教室(すくすくキッズ)(父島)
村ノヤギ駆除

ゼロカーボンワークショップ 都ノヤギ排除(・２５日)
村ノヤギ駆除 「スマートフォン体験会・相談会」申込〆切

乳幼児健診・歯科健診(父島) 電話による無料法律相談

都ノヤギ排除(・１１日)

入港日

スマートフォン相談会(母島)
兄島等・へリ資材運搬(～11/16)

入港日 眼科専門診療(母島)(・２８日)

インフルエンザ予防接種(父島)
スマートフォン体験会(母島)

「おが高生未来の夢応援プロジェクト」成果報告会(父島) スマートフォン相談会(父島)

おがさわら丸年末年始便一斉発売

出港日

「沖ノ鳥島視察会」ケーブルテレビ放送(・３０日)

スマートフォン体験会(父島)

出港日 眼科専門診療(父島)(～11/２)

行政相談所の開設(父島) 村ノヤギ駆除

「太陽の郷」入居申込〆切

親子教室(すくすくキッズ)(母島)申込〆切

母島巡回労働相談/都ノヤギ排除

村民税・都民税等納期限

定額減税補足給付金申請〆切

低所得者支援給付金申請〆切
固有森林生態系回復ボランティア(母島)申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・７日・９日・1１日・16日・18日・2１日・23日・25日・2８日・30日

16 水

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

火

3 木 18 金

水 17 木2

5 土 20

4 金 19 土

7

日

6 日

月 22 火

21 月

9

8

水 24 木

23 水火

11

10

金 26 土

25 金木

27 日12 土

14

13

月 29 火

30 水

28 月日

31 木

15 火

10月のカレンダー

スポーツの日


